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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
に

つ
い
て

マ
ス
ク
着
用
等
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
政
府
の
動
向
等
注
視
し
な
が
ら
更
な
る
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
正
式
な
発
表
等
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、

引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
議
会
の
傍
聴
を
す
る
際
の
、「
マ
ス
ク
着
用
」・
「
手
指
消
毒
」
息
苦
し
さ
や
、
だ
る
さ
、
発
熱
等
風
邪
の
諸
症
状
が
な
い
こ
と
を
し
っ
か

り
と
確
認
の
上
で
ご
入
場
下
さ
い
。

お
知
ら
せ

５
月
に
役
場
新
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
 ※
役
場
新
庁
舎
移
転
に
伴
い
、
議
会
も
新
庁
舎
へ
引
越
し
ま
す
!

５月に議会が新庁舎へ移ります

上記の日程で会議を予定しております。
詳細が決まり次第、ＨＰへ会期日程を載せますのでご確認ください。

３９年間ありがとう！

３月定例会の予定 ３月１０日招集 ・ ３月２４日まで

　昭和58年1月20日竣工から今日までの39年間、長きに渡って村の議会がこの議事堂で開かれてきました。５月の
新庁舎移転に伴い、議会も新庁舎へ移ることになっており、また新しく歴史を紡いで行くことになります。
　3月定例会閉会後に臨時議会等の開催がない場合は3月の定例会がこの議事堂で行われる最後となります。



一般質問 大宜味村議会だより 令和5年 3月 １日 （第178号）1

宮城　貢 議員

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
１　

令
和
４
年
第
６
回
（
９
月
）

定
例
会
で
『
塩
屋
小
学
校
跡
地
の

活
用
事
業
活
用
に
お
け
る
バ
ナ
メ

イ
エ
ビ
養
殖
事
業
の
承
認
や
取
消

処
分
の
調
査
に
関
す
る
特
別
委
員

会
』
委
員
長
報
告
が
あ
っ
た
。
調

査
報
告
は
、
１
調
査
の
趣
旨
、
２

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
、
３
調

査
事
件
、
４
委
員
会
の
開
催
状
況
、

５
記
録
・
資
料
の
提
出
、
６
調
査

内
容
、
７
調
査
の
報
告
と
な
っ
て

い
る
。
調
査
報
告
の
締
め
は
、
質

疑
後
に
最
終
的
な
確
認
を
行
っ
た

際
に
は
、
反
対
意
見
等
も
な
く
、

参
考
人
か
ら
の
意
見
聴
取
の
結
果
、

行
財
政
の
運
営
や
事
務
処
理
な
い

し
事
業
の
実
施
が
適
法
・
適
正
・

公
平
・
効
率
的
・
民
主
的
に
執
行

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
全
会
一
致
で

確
認
し
た
。
調
査
の
趣
旨
は
真
相

究
明
さ
れ
、
何
一
つ
疑
惑
も
な
く

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
今
回

の
百
条
委
員
会
の
設
置
は
、
選
挙

前
に
記
事
に
し
て
前
村
長
に
疑
惑

が
あ
る
の
だ
と
、
大
宜
味
村
議
会

を
選
挙
の
愚
に
利
用
し
た
と
思
わ

れ
る
。

　

友
寄
景
善
村
長
は
、当
選
の
翌
々

日
の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
琉
球
新
報

の
紙
面
で
『
裁
判
の
和
解
を
考
え

て
い
る
』
と
原
告
側
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
（
シ
グ
ナ
ル
）
を
送
っ
て
い
る
。

裁
判
の
和
解
は
村
に
金
銭
の
支
払

い
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
村
民
へ
の
重
大
な
背
任
行
為

で
あ
る
。
裁
判
継
続
中
の
現
在（
９

月
中
旬
）
村
当
局
か
ら
の
説
明
も

聞
か
ず
、
原
告
側
利
害
関
係
者
か

ら
の
情
報
で
判
断
し
て
の
発
言
は
、

今
後
、
行
政
事
務
手
続
き
よ
り
政

治
判
断
で
行
政
を
進
め
て
い
く
と

不
透
明
な
行
政
運
営
に
な
る
。
そ

の
結
果
、
百
条
委
員
会
の
設
置
を

村
民
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
く
と
思

う
が
、
村
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
伺
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

新
聞
紙
面
の
内
容
は
、『
業
者
側

と
話
し
合
っ
て
解
決
策
を
模
索
し

た
い
』
と
の
こ
と
で
あ
り
金
銭
の

支
払
い
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な

い
。
現
在
は
、
大
宜
味
村
長
と
し

て
被
告
の
立
場
で
あ
る
の
で
発
言

は
控
え
た
い
。

問
２　

裁
判
の
経
過
、
状
況
は
ど

の
よ
う
に
情
報
を
得
て
い
た
か
。

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
大
宜
味
村
、

村
の
顧
問
弁
護
士
と
は
、
い
つ
の

時
点
で
会
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

10
月
20
日
行
政
相
談
の
日
に
合

わ
せ
、
村
長
に
就
任
し
て
間
も
な

い
の
で
、
裁
判
の
状
況
等
に
つ
い

て
弁
護
士
と
担
当
課
長
か
ら
説
明

さ
せ
た
。

問
３　

今
回
は
行
政
事
務
手
続
き

で
裁
判
と
し
て
訴
え
ら
れ
て
い
る

が
、
村
は
行
政
事
務
手
続
き
で
な

く
、
商
法
、
民
事
訴
訟
の
契
約
違

反
で
裁
判
を
進
め
て
い
る
。
裁
判

所
が
ど
う
取
り
扱
う
か
。
村
の
主

張
で
裁
判
を
進
め
る
と
、
完
全
に

100
％
の
勝
ち
で
す
。
話
合
う
趣
旨

は
あ
り
ま
す
か
。
そ
う
い
う
分
析

の
中
で
、
村
長
と
し
て
の
立
場
、

ま
だ
業
者
側
と
話
し
合
っ
て
和
解

に
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
か
伺

う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

今
裁
判
係
争
中
で
あ
り
、
裁
判

に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
の

で
発
言
は
控
え
た
い
。

　

そ
の
他
、
本
年
度
後
半
の
行
政

運
営
【
前
政
権
の
村
行
政
手
腕
の

評
価
・
本
年
度
の
重
点
施
策
の
進

め
方
・
副
村
長
人
事
の
人
選
基
準
】

も
質
問
し
ま
し
た
。
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吉浜　覚 議員

健
康
で
安
心
安
全
な
生
活
環
境

づ
く
り
を
問
う

問
１　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
は
自
然
界
で
は
分
解
す
る
こ

と
な
く
、
耐
熱
、
耐
水
、
汚
れ
防

止
等
の
た
め
に
様
々
な
製
品
に
使

わ
れ
る
が
、
人
体
に
は
有
害
で
、

が
ん
、
甲
状
腺
異
常
、
出
生
異
常
、

免
疫
抑
制
等
広
範
な
健
康
被
害
の

可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、有
機
フ
ッ

素
化
合
物
か
ら
市
民
の
生
命
を
守

る
連
絡
会
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
血
中

濃
度
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
基
地

が
無
く
独
自
の
水
源
地
を
利
用
し

て
い
る
大
宜
味
村
も
対
象
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
水
源
も
汚
染
さ
れ

て
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全

国
平
均
を
上
回
る
値
が
出
た
人
も

い
る
予
想
外
の
結
果
に
、
村
民
・

県
民
や
関
係
者
か
ら
不
安
の
声
が

あ
る
が
、
村
と
し
て
村
民
の
健
康

を
守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
の
か
説
明
を
求
め
る
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

報
道
等
に
よ
り
把
握
し
て
い
る

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
対

応
は
検
討
し
て
な
い
。
国
と
県
の

動
向
を
注
視
し
、
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

資
源
を
活
か
し
た
地
域
振
興
を

問
う

問
１　

村
特
産
品
（
シ
ー
ク
ヮ
ー

サ
ー
）
加
工
施
設
内
の
空
き
地
で

農
家
か
ら
測
量
を
し
て
い
る
と
の

情
報
が
あ
る
が
、シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

経
営
基
盤
安
定
の
た
め
の
施
設
拡

充
事
業
の
実
施
な
の
か
説
明
を
求

め
る
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
民

間
事
業
費
を
活
用
し
て
、
業
者
が

癒
し
の
森
と
村
特
産
品
加
工
施
設

の
空
き
地
を
利
用
し
て
、
産
業
基

盤
が
脆
弱
な
沖
縄
北
部
地
域
に
お

い
て
、
雇
用
環
境
等
の
構
築
や
農

家
所
得
の
向
上
を
図
る
た
め
、
天

然
繊
維
等
の
製
造
施
設
の
整
備
を

す
る
た
め
。
空
き
地
箇
所
は
、
天

然
繊
維
工
場
及
び
社
員
寮
等
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

問
２　

沖
縄
振
興
特
別
推
進
事
業

民
間
事
業
活
用
と
し
て
関
連
の
計

画
が
さ
れ
て
い
る
と
。
何
時
こ
の

よ
う
に
な
っ
た
の
か
説
明
を
求
め

る
。

答　

大
嶺
実
産
業
振
興
課
長

　

６
月
頃
、
㈱
フ
ー
ド
リ
ボ
ン
は

民
間
活
用
事
業
を
内
閣
府
へ
実
施

し
た
い
と
あ
っ
た
。
事
業
は
村
の

財
政
支
出
は
０
円
、
国
８
割
補
助
、

総
事
業
費
は
17
億
円
余
り
で
、
約

４
億
円
の
負
担
の
事
業
で
あ
る
。

村
特
産
品
加
工
施
設
の
空
き
地
、

普
通
財
産
の
一
部
を
ケ
レ
ス
沖
縄

に
事
務
所
と
コ
ン
テ
ナ
用
地
と
し

て
貸
付
け
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

ケ
レ
ス
沖
縄
か
ら
の
同
意
を
踏
ま

え
、
９
月
30
日
、
内
閣
府
が
正
式

に
補
助
金
を
決
定
し
、
同
日
付
で

村
は
㈱
フ
ー
ド
リ
ボ
ン
と
財
産
貸

付
契
約
を
締
結
し
て
、
10
月
１
日

付
け
で
貸
し
付
け
て
い
る
。

問
３　

こ
の
事
業
で
台
湾
視
察
が

あ
っ
た
と
思
う
。
前
村
長
と
東
村

長
の
参
同
写
真
を
み
た
。
東
村
も

こ
の
事
業
と
関
連
並
行
し
て
い
る

の
か
。
土
地
を
公
募
し
て
か
ら
貸

し
た
の
か
伺
う
。

答　

大
嶺
実
産
業
振
興
課
長

　

前
村
長
が
㈱
フ
ー
ド
リ
ボ
ン
と

一
緒
に
視
察
し
た
の
か
私
は
わ
か

ら
な
い
。
貸
付
契
約
に
つ
い
て
は

公
募
し
て
い
な
い
。
天
然
繊
維
工

場
の
趣
旨
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
葉
、

残
渣
を
利
用
し
て
天
然
性
の
繊
維

を
作
る
。
東
村
・
石
垣
や
台
湾
等

関
係
市
町
村
を
活
用
し
、
東
村
も

協
力
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
　問

４　

喜
如
嘉
区
の
波
佐
間
原
か

ら
土
砂
流
出
が
度
々
発
生
し
、
農

業
や
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
が
対
策
が
な
い
か
伺
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

水
路
に
石
積
み
及
び
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
土
砂
流
出
対
策
を
速
や

か
に
実
施
す
る
。
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新崎　悟一 議員

問
１　

本
村
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
取
り
組
み
・
現
状
認

識
に
つ
い
て
問
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

初
任
者
研
修
で
県
主
催
の
研
修

会
へ
の
派
遣
や
村
独
自
で
の
研
修

を
行
っ
て
お
り
、
守
ら
れ
て
い
る

と
認
識
す
る
。

問
２　

遵
守
に
疑
問
が
散
見
さ
れ

る
が
、
現
状
の
打
開
を
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
問
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

趣
旨
が
わ
か
ら
な
い
た
め
答
弁

い
た
し
か
ね
る
。

問
３　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員

会
設
置
に
つ
い
て
問
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

設
置
の
予
定
は
無
い
が
、
必
要

と
認
め
た
ら
検
討
す
る
。

問
４　

長
寿
と
癒
し
の
森
エ
リ
ア

活
用
事
業
の
参
加
表
明
書
が
大
宜

味
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
株
式
会
社
か
ら

令
和
４
年
１
月
26
日
に
提
出
さ
れ
、

同
社
の
会
社
設
立
日
は
同
年
７
月

12
日
と
な
っ
て
い
る
事
を
問
う
。

答　

福
地
亮
企
画
観
光
課
長

　

登
記
の
期
日
は
応
募
の
際
に
新

規
事
業
者
で
応
募
し
て
お
り
、
ま

だ
任
意
団
体
、
独
自
の
団
体
で
あ

る
。
応
募
要
項
に
新
設
の
場
合
は
、

協
定
後
登
記
を
す
る
と
あ
り
、
応

募
を
し
、
事
業
採
択
後
、
登
記
が

さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
と
な
る
。

問
５　

登
記
前
に
、
株
式
会
社
と

法
人
の
名
前
を
名
乗
り
提
出
す
る

こ
と
は
、
会
社
法
８
条
及
び
49
条

に
違
反
、
応
募
要
項
に
は
契
約
解

除
権
及
び
違
約
金
の
項
目
が
あ
る

が
、
虚
偽
記
載
は
契
約
違
反
で
あ

る
、
今
後
の
対
応
を
問
う
。

答　

福
地
亮
企
画
観
光
課
長

　

決
定
し
た
事
項
を
尊
重
し
契
約

を
継
続
し
て
い
く
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

問
１　

本
村
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
維
持
・

改
善
す
る
た
め
の
「
管
理
体
制
」

が
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
、
強
化
し
て
い

く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
２　

欠
如
し
て
い
る
と
思
う
と

こ
ろ
は
あ
る
か
問
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

現
在
欠
如
し
て
い
る
と
は
思
っ

て
な
い
。

問
３　

職
員
に
対
し
て
教
育
等
行

う
予
定
が
あ
る
か
問
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

必
要
か
精
査
し
、
検
討
す
る
。

補
助
金
認
定
に
つ
い
て

問
１　

補
助
金
申
請
の
認
定
を
出

す
際
の
審
査
を
ど
の
よ
う
な
基
準

で
行
っ
て
い
る
か
問
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

大
宜
味
村
補
助
金
等
交
付
規
程

に
基
づ
き
、
交
付
内
容
を
審
査
し
、

適
当
と
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
、

予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
て
お
り

ま
す
。

問
２　

補
助
金
交
付
後
の
監
査
、

指
導
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か

問
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

実
績
報
告
書
等
の
書
類
審
査
及

び
必
要
に
応
じ
て
実
地
調
査
し
確

認
を
行
っ
て
い
る
。

問
３　

審
査
基
準
に
新
し
い
基
準

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
問
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

現
時
点
で
は
新
た
な
基
準
を
導

入
す
る
予
定
は
無
い
。

行
政
へ
の
意
見

　

本
村
は
補
助
金
返
還
の
話
が
多

い
気
が
す
る
。
補
助
金
認
定
も
遅

い
、
今
後
は
適
正
に
審
査
を
行
い

ス
ム
ー
ズ
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
よ
う
に
切
に
願
い
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は

　「
法
令
遵
守
」「
倫
理
観
」「
公
序
良
俗
」

な
ど
の
社
会
的
な
規
範
に
従
い
、
公
正
・

公
平
に
業
務
を
お
こ
な
う
こ
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は

　
企
業
経
営
に
お
い
て
公
正
な
判
断
・
運

営
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
監
視
・
統
制
す
る

仕
組
み

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
現
に

つ
い
て

問
１　

平
成
30
年
12
月
議
会
の
一
般

質
問
で
、
取
り
上
げ
、
住
民
と
会
話

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
際
に
、

あ
る
住
民
は
「
高
齢
に
な
り
、
免
許

を
返
納
し
、
生
活
の
不
便
さ
を
し
み

じ
み
感
じ
、
那
覇
へ
戻
る
し
か
な

い
」
と
の
考
え
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
し
ば
ら
く
し
て
2
～
3
名
の
方

が
都
会
へ
戻
っ
た
こ
と
を
知
り
心

が
痛
く
な
っ
た
。
国
頭
村
、
東
村
、

名
護
市
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

導
入
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
我
が

村
で
は
導
入
が
早
く
で
き
な
か
っ

た
の
か
。
今
回
の
選
挙
で
バ
ス
の

実
現
を
訴
え
、
聞
き
取
り
な
が
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
200
筆
も
の
署

名
も
集
ま
っ
た
。
要
求
と
し
て
は
、

江
洲
地
域
や
塩
屋
湾
内
、
田
嘉
里
、

謝
名
城
の
住
民
の
声
が
多
か
っ
た

が
、
バ
ス
の
実
現
に
向
け
、
村
長
の

考
え
は
。

答　

友
寄 

景
善　
村
長

　

こ
の
件
に
関
し
、
大
山
議
員
か
ら

何
度
か
質
問
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

現
在
行
っ
て
い
る
障
が
い
者
移
動

支
援
・
高
齢
者
安
心
カ
ー
・
買
い
物

支
援
事
業
の
拡
充
が
望
ま
し
い
の

か
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
調
整
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
２　

誰
も
が
気
兼
ね
な
く
乗
れ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
必
要
で
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
な
ど
は
で
き

な
い
の
か
と
の
問
い
に
、「
活
用
し

て
い
る
事
例
も
あ
る
。
公
共
交
通
は

村
で
も
大
切
な
手
段
で
、
村
は
そ

の
あ
た
り
も
踏
ま
え
検
討
し
た
い
」

と
の
答
弁
で
、
実
態
に
沿
う
よ
う
な

形
で
対
応
し
た
い
と
期
待
の
で
き

る
答
弁
ば
か
り
で
あ
っ
た
し
、
当
時

の
課
長
等
の
話
で
は
、
で
き
な
い

こ
と
で
は
な
い
と
仰
っ
て
い
た
が
、

い
ま
一
度
、
実
施
す
る
か
し
な
い
か

を
伺
う
。

答　

宮
城 

豊　
総
務
課
長

　

実
際
に
検
討
も
や
っ
て
い
る
。
総

合
事
務
局
と
も
話
を
し
た
り
、
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
関
し
て
、
拡

充
と
い
う
点
で
ど
う
考
え
る
か
と

い
っ
た
即
答
は
で
き
な
い
が
、
実
際

に
対
面
を
し
て
、
ど
う
い
う
流
れ

で
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
、
検
討

段
階
で
は
あ
る
が
、
前
向
き
に
や
っ

て
い
る
。
企
画
観
光
課
の
移
住
定

住
の
集
落
支
援
員
が
実
際
に
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
取
っ
た
際
に
、「
必
要

で
あ
る
」
と
い
う
部
分
と
、
若
い
方

で
も
「
将
来
は
免
許
証
を
返
納
し
た

と
き
心
配
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
得

て
い
る
。

　

企
画
観
光
課
の
考
え
も
、
観
光
に

繋
が
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
観
光
協

会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
検

討
し
て
、
一
辺
倒
で
や
る
の
で
は
な

く
、
複
合
型
で
出
来
な
い
か
改
め
て

詰
め
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
た
だ
、
今
実
際
に
事
業
が

出
来
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

は
、
進
め
る
よ
う
に
仕
事
は
し
て
い

る
。

行
政
へ
の
意
見

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
な
い
と

い
う
の
は
人
口
減
に
も
繋
が
る
。
今

や
ん
ば
る
に
住
み
、
移
動
手
段
に

不
便
さ
を
感
じ
、「
免
許
を
取
っ
て

い
れ
ば
、
若
け
れ
ば
自
練
に
も
通

え
た
」
と
話
し
て
い
る
方
や
、「
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
人
に
お

願
い
し
て
ま
で
は
行
け
な
い
」
と
い

う
声
も
あ
り
、
高
齢
者
と
な
っ
て
免

許
を
返
納
し
、
都
会
へ
戻
っ
た
方
々

も
い
る
。
村
民
に
浸
透
す
る
に
は
時

間
は
か
か
る
が
、
定
例
化
し
て
い
く

と
利
用
者
も
増
え
る
は
ず
。
移
動
手

段
の
な
い
住
民
の
た
め
に
も
、
ま
ず

や
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
も
必
要

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
日
も
早
い

導
入
、『
実
現
』
を
強
く
訴
え
る
。
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問
１　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
、

出
産
一
時
金
の
一
律
10
万
円
支
給

な
ど
子
育
て
支
援
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

学
校
給
食
費
は
現
在
、
物
価
高

騰
に
よ
っ
て
、
給
食
費
だ
け
で
は

賄
え
な
い
。
本
来
、
給
食
費
を
引

き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

次
年
度
そ
れ
を
据
え
置
き
段
階
的

に
取
り
組
む
。
出
産
一
時
金
に
つ

い
て
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る

の
で
、
可
能
な
限
り
第
１
子
か
ら

10
万
円
に
す
る
よ
う
、
財
政
と
調

整
し
取
り
組
む
。

問
２　

政
策
（
選
挙
チ
ラ
シ
）
の

中
で
、
小
学
校
給
食
の
無
償
化
と
、

出
産
祝
い
金
第
１
子
か
ら
10
万
円

は
、
政
策
の
目
玉
だ
と
思
っ
て
い

る
。
段
階
的
に
で
は
な
く
、
こ
れ

は
御
自
身
の
政
策
な
の
で
、
や
っ

て
頂
か
な
い
と
、
村
民
に
対
し
て

の
裏
切
り
行
為
だ
と
思
う
が
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

任
期
中
に
で
き
る
だ
け
早
め
に

や
り
た
い
。

村
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
１　

新
聞
記
事
の
中
で
、
村
議

会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
村
長
は

「
村
づ
く
り
の
考
え
を
丁
寧
に
説
明

し
協
力
体
制
を
構
築
し
た
い
」
と

仰
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
行
動
が
議
員
に
対
し
て
全
く

見
ら
れ
な
い
。
今
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
12
月
定
例
議
会
で
副
村

長
の
選
任
に
つ
い
て
の
同
意
案
件

を
な
ぜ
提
出
し
た
の
か
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

今
職
務
を
執
行
す
る
た
め
に
副

村
長
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

大
き
な
業
務
の
停
滞
を
来
し
て
お

り
、
業
務
を
着
実
に
遂
行
す
る
た

め
に
は
、
早
め
に
副
村
長
を
決
定

し
て
業
務
を
着
実
に
進
め
た
い
と

い
う
思
い
で
提
案
し
た
。

行
政
へ
の
意
見

　

副
村
長
は
私
も
必
要
だ
と
思
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
丁
寧
な
説
明

を
我
々
は
ま
だ
受
け
て
お
ら
ず
、

議
長
へ
の
相
談
も
無
か
っ
た
と

伺
っ
て
い
る
。
元
議
員
で
あ
り
な

が
ら
完
全
に
議
会
を
軽
視
し
て
お

り
、
非
常
に
残
念
に
思
う
。
ま
た
、

所
信
表
明
の
中
で
、「
村
全
体
が
輝

け
る
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

村
政
を
進
め
る
」
と
仰
っ
て
い
る

が
、
副
村
長
も
同
じ
大
宜
味
住
区

か
ら
で
は
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
よ
う

に
感
じ
る
。そ
し
て
、新
聞
記
事
で
、

「
も
ち
ろ
ん
反
対
す
る
人
は
い
る
。

納
得
は
得
ら
れ
な
く
て
も
理
解
を

得
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
」と
仰
っ

て
い
る
が
、
議
会
に
対
し
、
理
解

を
得
る
努
力
は
ま
だ
一
度
も
な
さ

れ
て
い
な
い
。
村
長
就
任
２
ヵ
月

で
仰
っ
て
い
る
事
と
、
や
ら
れ
て

い
る
事
に
違
う
事
が
多
す
ぎ
る
。

国
立
自
然
史
博
物
館
誘
致
に
つ

い
て

問
１　

11
月
30
日
、
県
内
で
の
気

運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
国
立

沖
縄
自
然
史
博
物
館
誘
致
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
本
村
か
ら

も
20
名
ほ
ど
が
参
加
し
た
。
現
在
、

誘
致
に
向
け
て
積
極
的
に
動
い
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
村
も

誘
致
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

め
な
い
か
伺
う
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

誘
致
に
つ
い
て
は
、
県
の
指
導

も
仰
ぎ
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
２　

ま
ず
は
、
村
内
で
の
機
運

を
高
め
る
た
め
、
懸
垂
幕
や
の
ぼ

り
の
設
置
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

答　

福
地
亮
企
画
観
光
課
長

　

予
算
関
係
も
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
せ

て
頂
き
た
い
。

行
政
へ
の
意
見

　

協
力
し
て
も
良
い
と
仰
っ
て
頂

け
る
企
業
も
お
り
、
村
と
民
間
で

村
内
の
機
運
を
高
め
る
取
組
み
が

で
き
た
ら
面
白
い
の
で
は
。

村
長
選
挙
公
約
に
つ
い
て
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問
１　

村
長
は
、
去
る
９
月
の
選

挙
に
お
い
て
、「
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

価
格
を
150
円
に
引
き
上
げ
、
経
営

基
盤
の
安
定
と
後
継
者
育
成
を
図

る
」
等
、
諸
々
の
施
策
を
掲
げ
て

選
挙
戦
に
臨
み
、
当
選
し
た
が
、

今
期
の
取
扱
分
よ
り
対
象
と
し
て

行
う
の
か
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

買
取
価
格
に
つ
い
て
、
現
在
は

村
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
振
興
補
助
金

を
活
用
し
て
申
請
の
あ
っ
た
農
家

に
対
し
、
生
産
奨
励
金
を
交
付
し

て
手
取
り
価
格
の
上
乗
せ
を
行
っ

て
い
る
。
本
年
度
の
奨
励
金
の
予

算
額
は
150
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

150
円
を
今
期
か
ら
対
象
と
す
る
こ

と
は
厳
し
い
。

問
２　

公
約
で
、
こ
の
「
150
円
」

と
い
う
価
格
に
期
待
を
し
た
人
も

沢
山
い
た
と
思
う
。
Ｊ
Ａ
が
取
り

扱
う
金
額
は
キ
ロ
140
円
、
数
量
は

1
1
1
0
ト
ン
。
10
円
上
乗
せ
Ｊ

Ａ
分
だ
け
で
1
5
1
0
万
円
ほ

ど
か
か
る
。
他
業
者
を
入
れ
る
と

2
0
0
0
ト
ン
、
単
純
に
10
円
上

乗
せ
す
る
と
2
0
0
0
万
円
ほ
ど

か
か
る
が
、
そ
の
財
源
は
ど
う
す

る
の
か
全
く
見
え
な
い
。
本
当
に

農
家
は
期
待
を
し
て
い
る
。
買
取

価
格
を
150
円
に
す
る
の
は
大
変
い

い
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

し
て
、
財
源
を
ど
う
確
保
す
る
の

か
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

150
円
の
買
取
価
格
の
件
、
Ｊ
Ａ

は
従
来
の
方
法
で
140
円
で
買
い
取

り
、
村
は
、
村
内
に
住
所
を
有
す

る
農
家
が
、
出
荷
伝
票
や
税
の
申

告
書
に
記
載
さ
れ
る
生
産
量
を
役

場
に
申
請
し
、
こ
れ
を
基
に
キ
ロ

10
円
の
奨
励
金
を
出
す
。
Ｊ
Ａ
に

限
ら
ず
他
に
出
荷
し
て
い
る
農
家

も
税
の
申
告
書
で
確
認
し
10
円
を

奨
励
金
と
し
て
支
払
う
方
法
を
考

え
て
い
る
。
財
源
に
つ
い
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
3
0
0
0
万
円
以

上
は
産
業
振
興
に
使
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

を
活
用
し
て
振
興
に
充
て
ら
れ
な

い
も
の
か
、
検
討
し
て
い
る
。

問
３　

こ
の
150
円
は
来
期
か
ら
対

象
に
し
て
や
る
の
か
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

150
円
と
い
う
こ
と
は
先
ほ
ど
答

弁
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
来
期
か

ら
実
施
し
て
や
り
た
い
。

肥
料
、
飼
料
価
格
高
騰
対
策
に

関
す
る
本
村
の
支
援
策
に
つ
い

て
伺
う

問
１　

原
料
等
値
上
が
り
に
よ
り
、

肥
料
・
飼
料
が
急
激
に
高
騰
し
て

い
る
。
農
家
は
コ
ス
ト
削
減
等
鋭

意
努
力
し
て
い
る
が
、
既
に
自
助

努
力
の
限
界
を
超
え
危
機
的
状
況

に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
村
と
し

て
も
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
う

え
か
ら
、
今
以
上
の
支
援
策
を
打

ち
出
し
、
独
自
の
対
策
を
講
ず
る

べ
き
と
思
慮
す
る
が
、
村
長
と
し

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

る
の
か
。

答　

友
寄
景
善
村
長

　

肥
料
価
格
は
、
大
宜
味
村
農
業

振
興
補
助
金
交
付
規
程
で
、
購
入

の
20
％
を
助
成
し
、
本
年
度
予
算

の
助
成
金
は
年
額
300
万
円
で
支
援

し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
支
援
対

策
を
検
討
し
て
い
く
。
飼
料
に
つ

い
て
は
、
現
在
村
か
ら
の
支
援
策

は
無
い
が
、
価
格
高
騰
の
影
響
を

受
け
た
畜
産
農
家
に
対
し
、
支
援

が
出
来
る
よ
う
調
整
し
て
い
き
た

い
。

行
政
へ
の
意
見　

　

今
、
若
い
農
家
の
皆
さ
ん
方
が

大
変
意
欲
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
。
農
家
所
得
の
向
上
・
大
宜
味

村
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
大
変
い
い
こ

と
で
あ
り
、
行
政
は
、
十
分
農
家

育
成
の
た
め
に
支
援
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
買
取
価
格
に

つ
い
て
伺
う
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議 案 等 の 議 決 結 果 一 覧
令和４年  第９回（１１月）臨時会
令和4年11月29日の日程で第9回臨時会が行われ、次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議 案 等 の 概 要 結 果

承認
第７号

専決処分の承認を求めることにつ
いて

地方自治法第179条第１項の規定による専決処
分への同条第３項の規定による報告と承認を求
める。

可　決
全会一致

議案
第４９号

大宜味村職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例

処分内容：緊急自然災害防止等対策事業の施
行方法変更に伴う補正予算（２千万円増額）の
専決処分

原案可決
全会一致

議案
第５０号

令和4年度大宜味村一般会計補正
予算（第９号）

沖縄県人事委員会の職員の給与等に関する
勧告に基づく、村職員の給料表等の改正

原案可決
全会一致

議案
第５１号

令和4年度大宜味村簡易水道事業
特別会計補正予算（第３号） 予備費から各課事業費への充当 原案可決

全会一致

令和４年  第10回（１２月）定例会
令和4年12月9日～15日の7日間の日程で第10回定例会が行われ、次のとおり決定された。

番 号 件　　名 議 案 等 の 概 要 結 果
同意
第３号 副村長の選任について 副村長の選任について議会の同意を求める。

新城 寛 氏（大兼久区）
不同意

賛成少数

議案
第５２号

沖縄県北部医療組合の設立につ
いて

県及び北部市町村と協議を行うために、地方自
治法第２９０条の規定により議会の承認が必要
なため。

可　決
全会一致

議案
第５３号 土地改良事業の施行について 土地改良法第９６条の２第２項の規定により、議

会の議決を経る必要があるため。
可　決

全会一致

議案
第５４号

令和４年度大宜味村一般会計補
正予算（第１０号）

１１５万８千円の増額補正
予算総額５７億７０６１万円

原案可決
全会一致

議案
第５５号

令和４年度大宜味村国民健康保
険特別会計補正予算（第３号）

４７３１万８千円の増額補正
予算総額６億１８７４万円

原案可決
全会一致

議案
第５６号

令和４年度大宜味村簡易水道事
業特別会計補正予算（第４号）

４５４万５千円の減額補正
予算総額１億５８７６万５千円

原案可決
全会一致

議案
第５７号

令和４年度大宜味村公共下水道
事業特別会計補正予算（第３号）

予備費から管理費への充当
予算総額３８３４万２千円※増減なし

原案可決
全会一致

議案
第５８号

令和４年度大宜味村後期高齢者
医療特別会計補正予算（第２号）

２３万３千円の減額補正
予算総額４０２３万９千円

原案可決
全会一致

陳情
第１３号

沖縄県知事に国連に基地問題を訴
える前に県民に対して「沖縄の人々
を先住民族とする国連勧告」の説
明の実施を求める意見書の提出を
求める陳情

沖縄の人 を々先住民族とする国連勧告の撤回
を実現させる沖縄地方議員連盟より
「国連に沖縄の基地問題を訴える前に、国連各
委員会及び、県民及び県外のウチナーンチュに
対して、正確な情報を提供・説明し、これまでの双
方の認識のギャップを解消すること。それができる
までは国連に何も訴えないことを求める陳情」

審査未了
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陳情
第１４号

第2尚氏第23代当主尚衞氏のご意
向に沿って、沖縄の人 を々先住民族
とする国連勧告の撤回を求める意
見書の採択を求める陳情

沖縄の人 を々先住民族とする国連勧告の撤回
を実現させる沖縄地方議員連盟より
「琉球・沖縄の人 を々先住民族とする国連勧告
は誤りであり、政府に対し勧告の撤回を求める
意見書の提出を求める陳情」

審査未了

陳情
第１５号

国民保護の特殊標章について、早
急にテレビ、ラジオ等のメディアを活
用し、その存在と重要性を啓発する
ことを求める陳情

一般社団法人日本沖縄政策研究フォーラムより
「国民保護の特殊標章について、早急かつ継
続的に、広報等でその存在と重要性を啓発する
ことと、国と連携して十分な予算を確保すること
の陳情」

審査未了

陳情
第１６号

台湾・沖縄有事を想定した避難実
施パターンを早急に作成することを
求める陳情

一般社団法人日本沖縄政策研究フォーラムより
「県が主催する、国民保護の図上演習までに台
湾・沖縄有事を想定した避難実施要領パターン
の作成を求める陳情」

審査未了

陳情
第１７号

インボイス制度（適格請求書等保存
方式）の実施延期を求める陳情書
について

沖縄県商工団体連合会より
「政府に対し制度の実施延期を求める意見書
の送付を求める陳情」

採　択

陳情
第１８号

有機フッ素化合物（PFAS）汚染か
ら県民の健康と生命を守る陳情

有機フッ素化合物（PFAS)汚染から市民の生
命を守る連絡会より

「令和4年の6月から7月にかけて、PFAS市民連
絡会が県内で行った調査において、PFAS血中
濃度が全国調査との比較にて、高い数値の出
た県民が確認されたことにより、県及び国の責
任において、広域疫学調査および環境調査を
実施する必要があると考えるため、国に対し意
見書の提出を求める陳情。」

採　択

意見案
第２号

有機フッ素化合物（PFAS）汚染か
ら県民の健康と生命を守る意見書

令和4年の6月から7月にかけて、PFAS市民連
絡会が村内で行った調査において、PFAS血中
濃度が全国調査との比較にて、高い数値の出
た村民が確認されたことにより、県及び国の責
任において、大宜味村を含めた広域疫学調査
および環境調査を実施する必要があると考える
ため、その意見書の提出を行う。

原案可決
全会一致

賛否分かれたもの

〇：賛成　×：反対　欠：欠席　
退：棄権と意思表明しての退場
※議長は採決に加わっていません。

宮
　
城
　
　
　
貢

宮
　
城
　
良
　
治

大
　
城
　
邦
　
彦

大
　
山
　
美
佐
子

宮
　
城
　
美
和
子

前
　
田
　
　
　
孝

新
　
崎
　
悟
　 

一

吉
　
浜
　
　
　
覚

平
　
良
　
嗣
　
男

大
　
城
　
佐
　 

一（
議
長
）令和4年第10回定例会

同意第3号 賛成少数 × × × 〇 × × 〇 〇 〇 －
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　2016年1月沖縄県企業局は、7市町村45万人に供給している北谷浄水場の水源である河川や井

戸群等から高濃度の有機フッ素化合物PFASが検出されたと発表した。 

　あれから6年が経過、命の源である飲み水の汚染、土壌汚染等に県民の健康不安は増大する

ばかりである。 

　PFAS市民連絡会は、今年、6月から7月にかけて、独自で沖縄県6市町村のPFASによるヒト

の体内汚染、環境汚染に関する全国でも初めての大規模調査を実施。研究責任者、京都大学環

境衛生学、原田浩二准教授は記者会見で別紙の通り公表。結果、沖縄県のPFAS血中濃度は、

全国調査（環境省 2021年）との比較において、PFOSは最大3.1倍、PFOAは3.0倍、PFHxS

は14.3倍と、放置できない高い数値となっている。さらに、血液検査をした387人のうち27人

が、要措置濃度を上回っていることが判明。また、水道水をそのまま飲用するグループと、浄

水器設置や水を購入するグループを比較した場合、浄水器や水購入の方の血中濃度は低い。し

かし、浄水器設置は家計への負担が大きく、また、浄水器では環境負荷を防げない事も判明。

PFAS汚染は世界的な環境・健康の危機であり、生存権の問題である。国際的にPFAS規制が

厳格化される動向と、今回の検査結果をエビデンスに、県民の命と暮らしを守る立場から、本

議会は、国の責任において広域疫学調査、環境調査に継続的に取組むことを下記の通り強く要

請する。 

記 

１ 米国環境保護局（EPA）等の指針を参考にして、PFAS 規制を立法化すること
２ 国民の健康と生命を守るために、国の責任で疫学調査、環境調査を実施すること 

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

2022年12月26日　沖縄県国頭郡大宜味村議会

あて先 
内閣総理大臣、厚生労働大臣、環境大臣

有機フッ素化合物（PFAS）汚染から県民の健康と生命を守る意見書 
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　第３０回大宜味村産業まつりに、大城佐
一議長が来賓として出席しました。

　その他に、福島県西会
津町長、愛知県蟹江町
長等が出席され、新型コ
ロナの影響により３年ぶ
りに開催された産業まつ
りは大盛況のうちに終
了しました。

研修会・行事等への出席

　国頭村・東村・大宜味村で構成
される「北部三村議会連絡協議
会」による議員・事務局研修会に
全議員で出席しました。

　北部三村の議会が足並みを揃え、住民福祉
の向上のために日々研鑽を積んでいます。

　沖縄県町村議会議
長会主催の「町村議会
女性議員交流会」が開
催され、広報委員長の
宮城美和子議員が出
席しました。

テープカット 議長来賓祝辞

女性議員交流会
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
に

つ
い
て

マ
ス
ク
着
用
等
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
政
府
の
動
向
等
注
視
し
な
が
ら
更
な
る
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
正
式
な
発
表
等
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、

引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
議
会
の
傍
聴
を
す
る
際
の
、「
マ
ス
ク
着
用
」・
「
手
指
消
毒
」
息
苦
し
さ
や
、
だ
る
さ
、
発
熱
等
風
邪
の
諸
症
状
が
な
い
こ
と
を
し
っ
か

り
と
確
認
の
上
で
ご
入
場
下
さ
い
。

お
知
ら
せ

５
月
に
役
場
新
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
 ※
役
場
新
庁
舎
移
転
に
伴
い
、
議
会
も
新
庁
舎
へ
引
越
し
ま
す
!

５月に議会が新庁舎へ移ります

上記の日程で会議を予定しております。
詳細が決まり次第、ＨＰへ会期日程を載せますのでご確認ください。

３９年間ありがとう！

３月定例会の予定 ３月１０日招集 ・ ３月２４日まで

　昭和58年1月20日竣工から今日までの39年間、長きに渡って村の議会がこの議事堂で開かれてきました。５月の
新庁舎移転に伴い、議会も新庁舎へ移ることになっており、また新しく歴史を紡いで行くことになります。
　3月定例会閉会後に臨時議会等の開催がない場合は3月の定例会がこの議事堂で行われる最後となります。


